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登 山 計 画 書 を 出 し ま し ょ う

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
日
ご
ろ
か
ら
協
会
事
業
に
ご

理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

加
盟
団
体
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
健
や
か
な
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
、
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
コ
ロ
ナ

も
第
５
類
に
格
下
げ
、
７
月
下
旬

に
新
潟
市
で
行
わ
れ
た
北
信
越
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
で
は
規
制
が
緩
和
さ

れ
、
今
迄
の
大
会
と
違
い
消
毒
が

省
か
れ
運
営
が
す
こ
し
楽
に
な

り
、
ま
た
、
久
し
ぶ
り
に
新
潟
市

で
の
開
催
と
な
り
暑
い
中
、
近
辺

の
山
岳
会
の
皆
様
に
は
慣
れ
な
い

大
会
運
営
だ
っ
た
で
し
ょ
う
が
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

長
年
親
し
ま
れ
て
い
た
国
民
体

育
大
会
「
国
体
」
の
名
称
が
今
年

の
佐
賀
か
ら
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

『
国
ス
ポ
』
と
名
称
が
変
わ
り
ま

す
。
ジ
ム
ス
カ
で
も
各
ブ
ロ
ッ
ク

予
選
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

今
ま
で
の
成
年
男
子
は
予
選
な

し
で
本
戦
に
出
ら
れ
ま
し
た
が
成

年
男
子
も
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
を
行
う

こ
と
が
決
定
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
４

種
別
の
う
ち
１
種
別
を
予
選
な
し

で
国
ス
ポ
出
場
が
で
き
る
シ
ス
テ

ム
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
で
は

成
年
女
子
が
予
選
な
し
で
佐
賀
国

民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加
で
き
ま

す
。従

い
ま
し
て
７
月
下
旬
の
石
川

県
北
信
越
大
会
で
は
成
年
男
子
、

少
年
男
子
、
少
年
女
子
の
選
考
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
年
は
、
以
前
か
ら
準
備
を
進

め
て
お
り
ま
し
た
全
日
本
登
山
大

会
が
９
月
21
日
～
23
日
に
か
け
て

湯
沢
町
周
辺
の
山
で
開
催
い
た
し

ま
す
。

全
日
本
登
山
大
会
は
こ
の
２
月

に
千
葉
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
が
、

千
葉
県
開
催
か
ら
時
間
が
な
く
参

加
者
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ア
ジ
ア
山
岳
連
盟
創
立

30
周
年
記
念
大
会
が
７
月
24
日
か

ら
28
日
に
か
け
て
弥
彦
村
、
長
岡

市
を
中
心
に
Ｕ
Ａ
Ａ
Ａ
主
催
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
ア
ジ
ア
各
国
14
か

国
位
の
参
加
を
見
込
ん
で
い
る
と

の
こ
と
。
大
き
な
行
事
が
続
き
ま

す
が
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。昨

年
は
温
暖
化
の
影
響
で
夏
は

暑
い
日
が
続
き
稲
作
、
野
菜
が
不

作
、
ま
た
11
、
12
月
に
な
っ
て
も

暖
か
い
日
が
続
い
て
お
り
異
常
気

象
の
１
年
で
し
た
。

今
年
は
と
思
っ
て
い
た
矢
先
に

元
旦
早
々
大
き
な
地
震
に
襲
わ
れ

ま
し
た
。

異
常
な
自
然
現
象
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
幸
多
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
６
回
藤
島
蔵
書
研
究

発
表
会
が
開
催
さ
れ
る

　
日
本
山
岳
会
越
後
支
部

　
遠
藤
　
俊
一

令
和
５
年
11
月
16
日
（
木
）
13

時
か
ら
関
川
村
の
川
北
ふ
れ
あ
い

自
然
の
家
に
て
表
記
の
研
究
発
表

会
が
開
催
さ
れ
た
。

概
要
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

１
．「
藤
島
玄
と
周
辺
の
人
々

�

（
抄
）」

�

発
表
者　

高
辻　

謙
輔

藤
島
蔵
書
の
整
理
を
し
て
い
る

過
程
で
こ
ん
な
人
と
交
わ
り
が

あ
っ
た
の
か
と
思
っ
た
山
下
久

男
、
吉
田
二
郎
、
深
田
久
弥
、
望

月
達
夫
、
今
西
錦
司
の
各
氏
に
つ

い
て
話
を
さ
れ
た
。

①�

山
下
久
男
は
、
深
田
久
弥
と
同

郷
、
同
年
生
ま
れ
。
加
賀
市
に

建
立
し
た
久
弥
文
学
碑
の
詩
文

は
久
弥
が
未
丈
ヶ
岳
山
行
の

時
、
魚
沼
市
の
清
水
川
辺
神
社

で
講
演
し
た
際
に
、
白
布
に
揮

毫
し
た
も
の
。
藤
島
に
原
文
を

照
会
し
て
い
た
。
そ
の
詩
文

は
「
山
の
茜
を
顧
み
て　

一
つ

の
山
を
終
り
け
り　

何
の
俘
の

わ
が
心　

早
も
急
か
る
る
次
の

山
」
で
あ
る
。

②�

吉
田
二
郎　

第
２
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
同

人
、
登
山
の
傍
ら
吉
田
書
店
を

創
業
。
蔵
書
館
に
同
書
店
の
古

書
目
録
「
岳
書
の
た
よ
り
」
が

残
さ
れ
て
い
た
。
松
本
清
張
作

の
「
文
字
の
な
い
初
登
攀
」
は

吉
田
が
下
書
き
を
し
た
と
も
い

新
年
の
ご
挨
拶

会
長
　
稲
田
　
春
男
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わ
れ
て
い
る
。

③�
深
田
久
弥　

昭
和
37
年
深
田
ご

一
家
と
飯
豊
連
峰
縦
走
。
東
京

深
田
宅
の
九
山
山
房
を
２
回
訪

問
し
て
い
る
。

④�

望
月
達
夫　

日
本
山
岳
会
名
誉

会
員
。
日
本
山
岳
会
機
関
誌

「
山
岳
」
の
編
集
委
員
。「
遠
い

山
近
い
山
」
等
山
の
随
想
を
著

し
て
い
る
。
藤
島
と
は「
山
岳
」

へ
の
寄
稿
を
通
し
て
親
し
か
っ

た
よ
う
だ
。

⑤�

今
西
錦
司　

元
日
本
山
岳
会
会

長
。
著
名
な
生
物
学
者
。
新
潟

県
の
山
に
７
回
来
て
い
る
。
藤

島
は
同
行
し
た
こ
と
が
多
か
っ

た
。

２
．「
藤
島
玄　

飯
豊
登
山
の
足
」

�

発
表
者　

田
邊　

信
行

　

飯
豊
連
峰
の
登
山
関
連
記
録
を

「
登
山
ノ
ー
ト
」
や
種
々
の
刊
行

図
書
に
寄
稿
し
た
記
録
を
調
査

し
、
１
０
８
の
登
山
記
録
を
発
表

し
た
。

　

飯
豊
の
初
登
山
は
20
才
。

　

山
都
駅
か
ら
の
本
山
、
大
日
岳

登
山
、
最
後
の
登
山
が
73
才
。
大

石
ダ
ム
か
ら
北
股
岳
、
本
山
、
御

沢
へ
の
縦
走
だ
っ
た
。

　

山
行
日
数
４
３
３
日
、
一
回
平

均
４
日
、
同
行
書
数
８
７
４
名
、

一
回
平
均
８
人
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
登
山
月
で
は
７
～
８
月

58
回
、
沢
登
り
か
ら
の
飯
豊
連
峰

が
28
回
で
あ
っ
た
。

　

有
名
人
と
の
同
行
で
は
、
川
崎

隆
章
、
岡
田
紅
陽
、
村
井
米
子
、

山
崎
安
治
、
深
田
久
弥
、
今
西
錦

司
の
各
氏
の
名
前
が
み
ら
れ
る
。

３
．「
藤
島
玄　

飯
豊
の
初
旅
」

�

発
表
者　

多
田　

政
雄

　

日
本
山
岳
会
越
後
支
部
機
関
紙

「
越
後
山
岳
」
第
２
号
に
記
録
が

載
っ
た
大
正
14
年
７
月
７
日
か
ら

14
日
に
か
け
て
の
飯
豊
登
山
の
記

録
を
も
と
に
藤
島
の
ア
ル
バ
ム
に

残
さ
れ
た
写
真
と
組
み
合
わ
せ
、

往
時
の
行
動
を
辿
っ
た
。

行
程
は
次
の
通
り
。

　

７
月
７
日
小
雨　

新
潟
駅
＝
山

都
駅
～
川
入
村
小
椋
宅
（
泊
）、

７
月
８
日
雨　

停
滞
、
７
月
９
日

雨　

横
峰
～
地
蔵
山
～
三
国
岳
～

飯
豊
山
神
社
本
社
御
供
所
（
泊
）、

７
月
10
日
霧　

飯
豊
本
山
～
御
西

岳
～
大
日
岳
～
飯
豊
山
神
社
本

社
御
供
所
（
泊
）　

７
月
11
日
雨　

切
歯
尾
根
～
大
嵓
尾
根
～
玉
川
磧

幕
営
（
泊
）、
７
月
12
日
雨　

玉

川
磧
幕
営
（
泊
）、
７
月
13
日
晴　

玉
川
～
長
者
原
～
大
里
峠
～
鷹
ノ

巣
温
泉
、
７
月
14
日
晴　

車
で
坂

町
駅
＝
新
潟
駅　

歩
程
約
12
里

４
．「
飯
豊
温
泉
を
守
っ
て
」

�

発
表
者　

本
間　

正
美

　

９
４
０
年
前
に
発
見
さ
れ
た
温

泉
の
い
わ
れ
や
飯
豊
温
泉
と
し
て

の
歴
史
に
つ
い
て
往
時
の
写
真
を

映
写
し
な
が
ら
下
記
の
よ
う
に
語

ら
れ
た
。

　

１
０
８
３
年
負
傷
の
大
熊
が
湯

で
傷
を
治
し
て
い
る
の
を
見
て
温

泉
発
見
。

　

１
７
７
９
年
、
上
杉
藩
は
イ
ワ

ナ
沢
に
道
路
を
作
り
開
湯
。

　

１
８
３
０
年
「
飯
豊
温
泉
由
来

記
」
作
成
。

　

１
８
７
５
年
「
越
後
屋
旅
館
」

と
し
て
開
業
。

　

１
８
７
６
年
「
村
上
屋
旅
館
」

も
開
業
。
夏
の
期
間
だ
け
の
営
業

だ
っ
た
が
、
新
潟
県
内
か
ら
多
く

の
湯
治
客
が
来
た
。

　

１
９
５
９
年
越
後
屋
、
村
上
屋

共
同
経
営
で
「
湯
沢
屋
旅
館
」
と

な
る
。
１
９
６
２
年
町
が
温
泉
使

用
権
を
譲
り
受
け
天
狗
平
に
「
飯

豊
山
荘
」
を
開
業
。

　

１
９
６
７
年
「
湯
沢
屋
旅
館
」

閉
鎖
。
１
９
７
８
年
長
者
原
地
区

ま
で
引
湯
し
て「
飯
豊
梅
花
皮
荘
」

を
開
業
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

５
．「
大
日
岳　

実
川
口
を
行
く
」

�

発
表
者　

佐
久
間　

雅
義

　

昭
和
26
年
５
月
２
日
か
ら
５
日
、

藤
島
玄
ほ
か
６
名
の
同
行
の
大
日

岳
、
飯
豊
山
登
山
の
模
様
を
藤
島

玄
撮
影
の
写
真
を
映
写
し
な
が
ら

語
ら
れ
た
。
行
程
は
次
の
通
り
。

　

５
月
２
日　

日
出
谷
駅
～
実
川

村
。
５
月
３
日　

実
川
村
～
湯
ノ

島
。
５
月
４
日　

湯
ノ
島
～
大
日

岳
～
御
西
岳
～
飯
豊
神
社
本
社
。

５
月
４
日　

飯
豊
神
社
本
社
～
三

国
岳
～
御
沢
～
オ
ソ
バ
沢
～
弥
平

四
郎
～
徳
沢
駅
。

　

当
時
、
実
川
村
か
ら
大
日
岳
へ

の
登
山
道
は
な
く
、
登
路
を
決
め

る
山
行
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測

さ
れ
た
。

（
聴
講
者
の
皆
さ
ん
）

（
平
田
代
表
挨
拶
）
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歴
史
の
道
八
十
里
越
を
テ
ー
マ

と
し
、
只
見
町
・
三
条
市
・
魚
沼

市
と
連
携
し
た
リ
レ
ー
講
演
会
と

し
て
、
今
回
只
見
町
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

（
開
催
日
）　

　

令
和
５
年
11
月
５
日
（
日
）

（
会　

場
）

　

只
見
公
民
館　

（
講
演
者
）

「
絵
図
か
ら
見
た
八
十
里
越
」　

�

長
谷
部　

忠
夫

「
八
十
里
越
と
私
」

�

國
井　

雅
比
古

「
現
在
の
八
十
里
越

　
　
　
　

そ
し
て
未
来
へ
」

�

大
竹　

晴
義

最
初
に
八
十
里
越
リ
レ
ー
講
演

会
と
し
て
、
地
元
叶
津
在
住
で

八
十
里
越
研
究
家
で
あ
る
長
谷
部

氏
か
ら
、「
江
戸
か
ら
明
治
に
至

る
絵
図
か
ら
読
む
八
十
里
越
と
道

筋
」
と
題
し
て
調
査
・
作
成
し
た

絵
地
図
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で

吉
ヶ
平
か
ら
叶
津
ま
で
、
峠
の
変

遷
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

長
谷
川
氏
は
、
先
祖
が
叶
津
番

所
の
大
家
で
あ
り
、
昔
の
絵
図
や

古
文
書
を
所
有
し
て
い
る
関
係
か

ら
八
十
里
越
の
研
究
に
入
っ
た
と

い
う
。

天
保
古
道
か
ら
明
治
新
道
ま
で

の
開
削
の
変
遷
を
、
絵
地
図
か
ら

解
き
明
か
す
よ
う
に
説
明
さ
れ

た
。
ぜ
ん
ま
い
取
り
で
１
３
０
万

円
も
稼
ぎ
出
す
地
域
で
も
あ
り
、

越
後
側
の
金
物
・
穀
物
等
の
交
易

を
容
易
に
す
る
た
め
整
備
さ
れ
た

こ
と
、
叶
津
村
フ
キ
平
を
経
て
抜

け
る
新
道
検
討
図
や
、
会
津
か
ら

越
後
へ
の
道
の
確
保
を
は
じ
め
、

西
潟
爲
蔵
が
会
津
へ
の
交
通
路
を

確
保
せ
ん
と
し
て
新
道
開
削
に
傾

注
し
た
絵
図
を
見
る
と
、
先
人
達

の
交
流
を
容
易
に
し
よ
う
し
た
思

い
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

八
十
里
越
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し

て
、
國
井
氏
か
ら
「
八
十
里
越
と

私
」
と
題
し
て
、
８
年
前
胃
が
ん

を
発
病
し
、
療
養
後
三
条
市
か
ら

フ
ォ
ー
ラ
ム
担
当
依
頼
が
あ
り
、

吉
ヶ
平
を
訪
問
し
感
動
し
た
思
い

か
ら
語
り
始
め
た
。

只
見
は
自
由
民
権
運
動
が
盛
ん

で
あ
っ
た
地
域
で
あ
り
、
温
情
あ

る
民
意
の
持
ち
主
が
多
く
、な
お
、

先
進
感
情
が
高
く
、
新
し
い
も
の

を
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
気
質
が

あ
る
。

数
年
後
に
は
２
８
９
号
線
が
開

通
と
な
り
、
新
潟
と
の
交
通
も
盛

ん
と
な
り
、
地
域
活
性
化
が
見
込

ま
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き

た
も
の
を
持
ち
続
け
て
ほ
し
い
と

結
ん
だ
。

次
い
で
、
大
竹
氏
か
ら
「
現
在

の
八
十
里
越
そ
し
て
未
来
」
と
題

し
て
、
八
十
里
越
の
古
道
整
備
を

ス
タ
ン
ス
と
し
て
活
動
し
て
い
る

内
容
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
説
明

が
あ
っ
た
。

現
有
の
古
道
整
備
は
も
と
よ

り
、２
８
９
号
線
開
通
を
狙
っ
て
、

新
道
か
ら
高
清
水
沢
の
先
に
出
る

登
山
道
整
備
を
重
点
的
に
実
施
し

て
、
日
帰
り
で
も
古
道
散
策
が
で

き
、
八
十
里
越
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

に
よ
り
、
観
光
を
含
め
地
域
の
活

性
化
の
一
助
に
な
る
の
で
は
と
の

説
明
が
あ
っ
た
。

三
氏
に
よ
る
「
八
十
里
越
の
未

来
」
パ
ネ
ル
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
只
見
町
が
エ
コ
パ
ー
ク
承

認
を
受
け
て
い
る
こ
と
、
国
道

２
８
９
号
線
が
開
通
す
る
視
野
に

立
っ
て
、
観
光
・
交
易
を
ど
の
よ

う
に
進
め
る
か
が
大
事
な
の
で
は

な
い
か
と
結
ば
れ
た
。

「
ご
ぜ
」
も
越
え
た
と
い
う

八
十
里
越
、
石
川
さ
ゆ
り
が
歌
う

「
ご
ぜ
」
の
３
番
に
「
高
田
、長
岡
、

八
十
里
」
の
歌
詞
が
有
り
、
館
内

に
大
音
響
で
流
れ
、
あ
の
八
十
里

を
「
ご
ぜ
」
が
越
え
た
苦
労
を
思

い
偲
ん
だ
。

最
後
に
入
叶
津
在
住
の
参
加
者

か
ら
、
２
８
９
号
線
開
通
で
経
済

効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
は
分

か
る
が
、
生
ま
れ
育
っ
た
と
こ
ろ

で
死
に
た
い
、
動
き
た
く
な
い
、

こ
こ
で
死
に
た
い
と
立
退
き
が
決

ま
っ
た
後
も
、
毎
日
母
か
ら
言
わ

れ
て
い
て
切
な
い
と
い
う
発
言
が

あ
り
、
何
と
も
言
い
よ
う
の
な
い

思
い
で
聞
く
し
か
な
か
っ
た
。

翌
日
入
叶
津
を
訪
れ
た
が
、
山

裾
に
あ
る
集
落
の
ト
ン
ネ
ル
が
抜

け
る
処
に
は
、
解
体
作
業
中
の
立

看
板
が
有
り
、
重
機
が
入
り
家
屋

の
取
り
壊
し
が
始
ま
っ
て
い
た
。

歴
史
の
道
八
十
里
越
リ
レ
ー
講
演
会 

＆ 
 

八
十
里
越
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
３ 

ｉ
ｎ 

た
だ
み

�

む
さ
さ
び
会　

遠
藤 

家
之
進
正
和

（
フ
ォ
ー
ラ
ム
会
場
の
様
子
）
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汚すまい、この道、この山、この川

去
る
令
和
５
年
11
月
23
日
、
長

野
県
山
岳
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
Ｊ
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ａ
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

北
信
越
五
県
連
絡
協
議
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

新
潟
県
か
ら
は
渡
辺
茂
副
会

長
、
田
中
勉
競
技
委
員
長
、
伊
藤

明
徳
事
務
局
長
、
今
井
の
４
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

議
題
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で

す
。
主
立
っ
た
事
項
に
つ
い
て
記

載
し
ま
し
た
。

１　

第
60
回
全
日
本
登
山
大
会

�

新
潟
大
会
参
加
の
お
願
い

�

（
新
潟
県
）

　

渡
辺
副
会
長
よ
り
資
料
を
も
と

に
説
明
、
数
人
の
方
が
参
加
し
た

い
と
の
意
思
を
示
し
て
頂
き
ま
し

た
し
、
呼
び
か
け
を
し
て
下
さ
る

と
の
内
諾
も
貰
い
ま
し
た
。

２�　

北
信
越
国
体
運
営
上
の
共
通

理
解
事
項
に
つ
い
て

�

（
新
潟
県
）

　

今
年
度
は
、
会
議
や
式
典
の
会

場
と
競
技
会
場
が
異
な
る
と
い
う

運
営
面
で
の
困
難
な
条
件
が
あ
っ

た
が
、
役
員
の
適
切
な
動
き
で
滞

り
な
く
大
会
を
行
う
こ
と
が
で
き

た
事
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
運
営
方
法
等
の
変
更
案

に
つ
い
て
提
案
を
し
ま
し
た
。

３�　

第
17
回
山
岳
ス
キ
ー
（
Ｓ
Ｋ

Ｉ
Ｍ
）
日
本
選
手
権
に
つ
い
て

（
富
山
県
）

　

資
料
が
配
付
さ
れ
、
役
員
の
協

力
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

４�　

令
和
６
年
度
安
全
登
山
指
導

者
研
修
会
（
東
部
地
区
）
に
つ

い
て
（
富
山
県
）

５�　
Ｊ
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ａ
加
盟
団
体
振
興

推
薦
Ｐ
Ｔ
の
取
り
組
み
状
況
に

つ
い
て
（
富
山
県
）

６�　

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
看
板
に

つ
い
て　

横
幕
（
案
）

�

（
石
川
県
）

　

�

来
年
度
か
ら
「
国
民
体
育
大

会
」
が
「
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」

に
名
称
が
変
更
に
な
る
た
め
、
横

看
板
を
新
し
く
す
る
こ
と
と
、
そ

の
費
用
（
４
１
，
８
０
０
円
）
を

各
県
で
頭
割
り
し
て
欲
し
い
と
の

提
案
が
あ
り
、了
承
さ
れ
ま
し
た
。

７　

Ｒ
６
北
信
越
国
体
に
つ
い
て

　

会
場
に
つ
い
て
の
ご
連
絡

�

（
石
川
県
）

　

来
年
度
の
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
（
石

川
県
）
は
ボ
ル
ダ
ー
を
石
川
県
内

の
ジ
ム
で
行
い
、
リ
ー
ド
は
桜
が

池
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
富

山
県
）
で
実
施
し
た
い
と
の
提
案

が
あ
り
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

８�　

北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
の
Ｊ
Ｍ
Ｓ

Ｃ
Ａ
普
及
委
員
の
選
出

�

（
長
野
県
）

　

こ
れ
ま
で
通
り
長
野
県
の
大
西

さ
ん
に
お
願
い
す
る
こ
と
で
意
見

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

９　

そ
の
他

　

今
回
は
臨
時
総
会
の
前
と
い
う

こ
と
で
、「
関
東
地
区
岳
連
意
見

交
換
会
議
事
メ
モ
」
を
参
考
資
料

に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

結
論
を
出
す
と
い
う
趣
旨
で
は

な
い
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
Ｊ
Ｍ

Ｓ
Ｃ
Ａ
の
会
計
処
理
の
曖
昧
さ
か

ら
き
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
改
め

て
実
感
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
年
度
は
長
野
県
の
都
合
で
１

日
の
日
程
（
例
年
は
懇
親
会
を
含

め
た
２
日
間
の
日
程
で
実
施
）
で

し
た
。

　

会
場
の
長
野
県
山
岳
総
合
セ
ン

タ
ー
は
鷹
狩
山
を
背
に
し
た
高
台

に
位
置
し
、
北
ア
ル
プ
ス
を
望
む

こ
と
が
で
き
る
登
山
者
に
と
っ
て

と
て
も
良
い
環
境
に
あ
る
施
設
で

す
。

　

10
名
以
上
揃
い
、
事
前
予
約
す

れ
ば
千
円
ち
ょ
っ
と
で
宿
泊
も
で

き
る
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

長
野
で
山
行
を
計
画
す
る
際
は

よ
い
拠
点
と
な
る
施
設
で
す
の
で

こ
の
機
会
を
借
り
て
御
紹
介
い
た

し
ま
す
。

北
信
越
五
県(

富
山
県
、

石
川
県
、
福
井
県
、
長

野
県
、
新
潟
県)

連
絡

協
議
会
の
報
告

理
事
長
　
今
井
　
浩
二

今
後
の
行
事
予
定

「
令
和
５
年
度 

冬
山
研
修
・
講
習
」

（
期
日
）

　

令
和
６
年
２
月
17
日
（
土
）
～

�

18
日
（
日
）

（
受
付
開
始
）

　

17
日
16
時

（
会
場
、受
付
、宿
泊
、机
上
研
修
）

　

新
発
田
市
滝
谷�

農
村
婦
人
の
家

（
実
地
研
修
）

　

付
近
山
域（
積
雪
状
況
に
よ
り
、

適
地
で
行
な
い
ま
す
。）

（
申
し
込
み
）　

　

２
月
15
日
（
木
）
ま
で
に
、
堀

口
技
術
指
導
委
員
長
へ
申
込
書
等

送
付
か
メ
ー
ル
送
付
。


